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方会；2017 May 27-28；新潟． 
39) 平井孝弘，神原健太，㔟藤善太，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，猪又峰彦，三輪敏郎，
戸邉一之，林 龍二．肺腺癌の化学療法中再生検にて小細胞癌を認めた一例．第 78 回呼吸器合同北陸地方会；2017 
May 27-28；新潟． 
40) 浅野諒子，松井 篤，朴木博幸，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．ニューモシスチス肺炎加療中にペンタミジン
による薬剤性低血糖を呈した症例．第 232 回日本内科学会北陸地方会；2017 Jun 18；富山． 
41) Nawaz A, Aminuddin A, Fujisaka S, Kado T, Usui I, Tobe K. Partial depletion of CD206+ Cells enhances adipocyte 
differentiation and improves glucose metabolism through TGFß signaling. Diabetes and insulin resistance conference 
(DESIRE); 2017 Jul 1-2; 東京． 
42) 猪又峰彦，㔟藤善太，平井孝弘，田中宏明，下川一生，高 千紘，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，
山田 徹，三輪敏郎，松井祥子，戸邉一之，林 龍二．EGFR 遺伝子変異陽性肺癌における PD-L1 発現のニボルマ
ブ治療効果への影響に関する検討：5 例報告．第 72 回日本肺癌学会北陸支部学術集会；2017 Jul 8；福井． 
43) 神原健太，㔟藤善太，平井孝弘，田中宏明，下川一生，高 千紘，徳井宏太郎，岡澤成祐，今西信悟，山田 徹，
三輪敏郎，松井祥子，猪又峰彦，戸邉一之，永井正一，林 龍二，井村譲二．肺小細胞癌の治療中、放射線脳壊死
を認めた 1 例．第 72 回日本肺癌学会北陸支部学術集会；2017 Jul 8；福井． 
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44) 徳井宏太郎，㔟藤善太，平井孝弘，田中宏明，下川一生，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，山田 徹，
三輪敏郎，松井祥子，猪又峰彦，戸邉一之，林 龍二，明元佑司，北村直也，本間崇浩，三輪重治，井村譲二．無
症状で発見され完全切除を得た巨大な後縦隔原発脂肪肉腫の 1 例．第 72 回日本肺癌学会北陸支部学術集会；2017 Jul 
8；福井． 
45) 岡澤成祐，勢藤善大，平井孝弘，木戸敏喜，田中宏明，下川 一生，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，
今西信悟，山田 徹，林 龍二，松井祥子，東 祥嗣，山本善裕，戸邉一之．外来ロールプレイにおける疑似電子
カルテの教育効果評価に対する検討．第 49 回日本医学教育学会大会；2017 Aug 18-19；札幌． 
46) 藤坂志帆，薄井 勲，古澤之裕，Allah Nawaz，五十嵐喜子，角 朝信，戸邉一之．防風通聖散は腸内細菌 Akkermansia 
muciniphila を増加させ、高脂肪食負荷マウスの耐糖能を改善する．第 22 回日本肥満学会アディポサイエンス・シン
ポジウム；2017 Aug 19；大阪． 
47) 上野麻子，朴木久恵，中嶋 歩，岡部圭介，角 朝信，岩田 実，薄井 勲，三澤 恵，牧野輝彦，戸邉一之．DPP-4
阻害薬誘発性の水疱性類天疱瘡を発症した 2 型糖尿病に対し、GLP-1 受容体作動薬が有効であった 1 例．第 233 回
日本内科学会北陸地方会；2017 Sep 3；金沢． 
48) 松井祥子，篠田晃一郎，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，林 龍二，多喜博文，戸邉一之，
柚木達也，牧野輝彦，中島隆彦，井村穣二．類似した経過を呈した IgG4 関連疾患例．第 26 回日本シェーグレン症
候群学会学術集会；2017 Sep 8-9；東京． 
49) 木戸敏喜，篠田晃一郎，川高正聖，杉下尚徳，浅野諒子，津田玲奈，朴木博幸，多喜博文，松井祥子，戸邉一之．
筋サルコイドーシスと皮膚筋炎のオーバーラップが疑われた一例．第 29 回中部リウマチ学会；2017 Sep 8-9；金沢． 
50) 浅野諒子，朴木博幸，杉下尚徳，川高正聖，木戸敏喜，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．ループス膀
胱炎・腸炎を主症状とする高齢全身性エリテマトーデスの一例．第 29 回中部リウマチ学会；2017 Sep 8-9；金沢． 
51) 川高正聖，朴木博幸，浅野諒子，松井 篤，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．不明熱精査の結果造影 MRI が高安
動脈炎の診断に有用であった一例．第 29 回中部リウマチ学会；2017 Sep 8-9；金沢． 
52) 杉下尚徳，浅野諒子，朴木博幸，川高正聖，木戸敏喜，津田玲奈，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．全身性強皮
症の経過中に多量の腹水を認めた一例．第 29 回中部リウマチ学会；2017 Sep 8-9；金沢． 
53) Nawaz A，Tobe K．CD206 M2 macrophages promote insulin resistance．第 38 回日本肥満学会；2017 Oct 7-8；大阪．（招
待講演） 
54) 岡部圭介，薄井 勲，戸邉一之．脂肪細胞分化における NAD 代謝の役割．第 38 回日本肥満学会；2017 Oct 7-8；大
阪． 
55) 角 朝信，瀧川章子，Arshad M，Nawaz A，岡部圭介，藤坂志帆，中川 崇，常山幸一，薄井 勲，戸邉一之．脂
肪組織病的肥大におけるマクロファージ由来 Hif-1αの役割．第 38 回日本肥満学会；2017 Oct 7-8；大阪． 
56) 五十嵐喜子，Nawaz A，藤坂志帆，薄井 勲，戸邉一之．脂肪組織 M2 様マクロファージは寒冷刺激下におけるベー
ジュ脂肪細胞の誘導を制御している．第 38 回日本肥満学会；2017 Oct 7-8；大阪． 
57) 猪又峰彦，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，林 龍二．EGFR-TK1
治療症例における腫瘍 VEGF 発見レベルと生存期間との関係に関する解析．第 58 回日本肺癌学会学術集会；2017 Oct 
14-15；横浜． 
58) Kambara K, Hayashi R, Setou Z, Hirai T, Tanaka H, Tokui K, Taka C, Okazawa S, Inomata M, Imanishi S, Yamada T, Miwa T, 
Matsui S, Akemoto Y, Kitamura N, Homma T, Tobe K．CT Findings Reduce the Risk of EBUS-TBNA. WCLC 2017; 2017 Oct 
17; 横浜． 
59) Nawaz A. Depletion of adipose tissue CD206 M2 macrophages improve insulin sensitivity. International cytokine & interferon 
society (ICIS); 2017 Oct 30-Nov 2; 金沢． 
60) 角 朝信，中嶋 歩，上野麻子，渡邊善之，岡部圭介，瀧川章子，朴木久恵，藤坂志帆，岩田 実，薄井 勲，戸
邉一之．高用量の高甲状腺薬で甲状腺機能コントロール不良であり甲状腺全摘術を施行したバセドウ病合併妊娠の
一例．第 17 回日本内分泌学会北陸支部学術集会；2017 Nov 3；福井． 
61) 岡澤成祐，㔟藤善太，平井孝弘，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，今西信悟，
山田 徹，三輪敏郎，戸邉一之，林 龍二，松井祥子．当科における気管支喘息患者に対するメポリズマブの使用
経験．第 79 回呼吸器合同北陸地方会；2017 Nov 11-12；富山． 
62) 徳井宏太郎，㔟藤善太，平井孝弘，田中宏明，下川一生，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，今西信悟，山田 徹，
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山田 徹，林 龍二，松井祥子，東 祥嗣，山本善裕，戸邉一之．疑似電子カルテを用いた初期臨床研究医および
学生に対する咳嗽患者診療ロールプレイ時の診断プロセスの解析．第 71 回富山県医学会；2017 Jan 29；富山． 
2) 岡澤成祐．ヤングディスカッサント．第 26 回白山カンファレンス；2017 Feb 4；金沢． 
3) 岡澤成祐．気管支喘息の最近の治療法．第 23 回アレルギー週間記念行事アレルギー疾患講演会と相談会；2017 Feb 
19；富山． 
4) 浅野諒子．Cogan 症候群が疑われた一例．第 5 回富山膠原病研究会；2017 Feb 25；富山． 
5) 藤坂志帆．糖尿病と腸内細菌叢．第一三共株式会社社内研修会；2017 Mar 17；富山． 
6) 藤坂志帆．腸内細菌叢の代謝に与えるインパクト．糖尿病リサーチセミナー；2017 Mar 21；富山． 
7) 篠田晃一郎，朴木博幸，津田玲奈，山口智史，小尾麻衣子，松井 篤，多喜博文，戸邉一之．抗 ARS 抗体陽性間質
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8) 木戸敏喜．皮膚筋炎と筋サルコイドーシスの鑑別を要した一例．第 3 回筋炎と免疫研究会；2017 Jun 21；富山． 
9) 藤坂志帆．M1/M2 マクロファージとインスリン抵抗性．Rising Star OSAKA；2017 Jun 29；大阪． 
10) 桑野剛英，朴木久恵，佐野 功，上野麻子，中嶋 歩，角 朝信，岡部圭介，藤坂志帆，加村 裕，岩田 実，石
木 学，福田一仁，薄井 勲，戸邉一之．2 型糖尿病 50 例における持続血糖測定器を用いた継時的血糖と CPI を指
標にした血糖変動の解析．第 94 回北陸糖尿病集談会；2017 Jul 8；金沢． 
11) 高邑小百合，篠田晃一郎，安井真希，多喜博文．関節リウマチ外来患者の満足度とそれに関する要因．第 12 回富山
リウマチ・トータルマネジメント研究会；2017 Sep 2；富山． 
12) 手塚朋子，篠田晃一郎，小川 亮．リウマチ患者のストレス調整に関する調査研究．第 12 回富山リウマチ・トータ
ルマネジメント研究会；2017 Sep 2；富山． 
13) 藤坂志帆．漢方薬による腸内細菌叢の変化を介した糖代謝改善作用．Toyama Academic GALA 2017；2017 Sep 27；
富山． 
14) Nawaz A, Tobe K. CD206+ M2-like macrophages regulate systemic glucose metabolism by inhibiting proliferation of adipocyte 
progenitors. Toyama Academic GALA 2017；2017 Sep 27；富山． 
15) 朴木博幸．長期間安定していた経過中に皮膚病変の悪化と肺高血圧症を呈した強皮症の一例．富山肺高血圧症治療
セミナー4；2017 Oct 4；富山． 
16) 岡澤成祐．ロールプレイ．第 3 回吸入療法講習会；2017 Oct 6；富山． 
17) 篠田晃一郎．当科におけるステロイド性骨粗鬆症の治療状況．骨粗鬆症学術講演会；2017 Oct 27；富山． 
18) 市川智巳．アスペルギルス抗原反復投与による気管支喘息／慢性気管炎症モデルマウスの解析．Respiratory 
Seminar；2017 Dec 11；富山． 
19) 岡澤成祐．吸入療法講習会の経験．Respiratory Seminar；2017 Dec 11；富山． 
20) 川高正聖．不明熱精査において複数のモダリティが診断に有用であった高安動脈炎の一例．Large Vessel Vasculitus 
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Forum in Toyama；2017 Dec 15；富山． 
21) Nawaz A. CD206+ M2-like macrophages regulate systemic glucose metabolism by inhibiting proliferation of adipocyte 
progenitors. Advans 研究会；2017 Dec 16-17；東京． 
22) 多喜博文．シェーグレン症候群（Takt Clinic）．Takt．2017 Nov 10；12． 
23) 戸邉一之．糖尿病診療の進歩を富山県のすみずみまで届けたい－とやま糖尿病療養指導士の立ち上げ－．富山市医
師会報．2017 Dec 25：14-5． 
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